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要旨 :インターフェロンは慢性肝炎や悪性腫癌の治療など,広く臨床の場に用いられるように

なった｡ その副作用の一つとして,輝炎があり,その多くは急性揮炎である,慢性輝炎の報

告もあり,輝炎はインターフェロンを用いる場合に知っておくべき副作用である｡ そこで,

輝炎とインターフェロンの関係について現在までに知られている知見について概説する｡
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はじめに

インターフェロンは近年慢性肝炎や悪性腫癌の

治療など,広く臨床に用いられているが,その副

作用の一つとして,勝炎が文献的に報告されてい

るが,その頻度や機序については不明な点が多い｡

そこで,本稿では輝炎とインターフェロンの関連

性について,文献を中心に概説する｡

急性輝炎

インターフェロンの副作用としての勝炎では急

性豚炎が圧倒的に多いト5)0Shearerら2) は19例の

小児HIV症例にIFN-γを24週間投与し,1例 (5.3

%)急性勝炎例を報告 している｡Kovacsら4)紘

HIV症例に対して,34週間のdidanosineとIFN-a

の併用により,35例中6例 (17.1%)にclinicalあ

るいはchemicalな肺炎を認め, それ はdose-

1imitingな副作用としている｡

インターフェロンが急性肺炎を惹起する機序は

不明である｡ しかし,IFN-αの投与によって高

カイロミクロン血症や高中性脂肪血症6)を来すこ

とがある｡これらの脂質代謝異常は急性肺炎の成

因として知られている7).Onoら8)は成人T細胞白

血病 (ATL)に対するIFN-α治療中に急性肺炎

を報告し,本例では高カルシウム血症を伴ってい

たため,ATL関連の高カルシウム血症によるも

のとしている｡ しかし,IFN-αは二次性の副甲

状腺機能元進症を引き起こすことがあり9),IFN

の副作用である可能性は否定できない｡また,IF

N-αは甲状腺をはじめとする種々の自己免疫疾

患の増悪,発症を引き起こすことが知 られてい

る9･10)｡急性肺炎の一部には自己免疫の関与 も示

唆されており11),自己免疫の機序を介 した急性豚

炎の発症も機序の一つとして挙げられる｡

慢性輝炎

IFNの慢性輝炎の副作用として,検索 した範囲

ではわれわれの経験 した1例12)のみであるo急性
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腸炎の反復が慢性肝炎になるとす るnecrosis-

fibrosishypothesis13)があるが,本例では急性腸

炎を起こさずに,停石の増大を認めた症例である｡

経過中の慢性肺炎の合併も否定は出来ないが,本

例では飲酒歴がなく,非アルコール性では経過中

に輝石が出現,増大する頻度は少ないため,IFN

の関与が示唆される｡

副作用としての慢性肺炎の発症機序は不明であ

る｡IFNの副作用 としての急性勝炎の反復 に

よって慢性肺炎が惹起 されるnecrosis-fibrosis

hypothesis13)によるものやIFN-γを過剰に発現す

るトランスジェニックマウスでは梓に慢性輝炎類

似の病変が出現し14),これらの変化は抗IFN-γの

投与によって改善する14J5)｡また,急性輝炎の項

で述べたように,IFNには種々の自己免疫疾患の

増悪,発症が報告されており,慢性輝炎の病因の

一つとして自己免疫があり11･16~18).その発症に自己

免疫の関与の可能性も考えられる｡

IFNは一般的には臓器の線維化に対して抑制作

用を有するとされており,慢性肝炎の進行を抑制

する目的で使用されている｡しかし,一方で線維

化作用も報告されており,Awadら19)はIFN-γは

肺でも線維化を誘導することが報告されている｡

最 後 に

IFNの副作用としての肺炎,IFNの勝に及ぼす

影響について概説したが,勝炎はIFNの副作用と

して比較的多い｡また,IFNの勝に対する作用を

明らかにすることは急性謄炎,慢性豚炎の病態を

明らかにするものと考えられた｡
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Pancreatitis is known to be one of the ad

verse effects of interferon, which has been

widely used for treatment of chronic hepati

tis and malignant diseases. In this paper, we

reviewed pancreatitis as adverse effects of

interferon and effect of interferon on the

pancreas.




